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令和３年度第３回雲南市原子力発電所環境安全対策協議会 会議録 

 

日時：令和３年１１月１０日（水） 

１４：００～１６：００ 

会場：雲南市役所５階全員協議会室 

 

 

高田防災部長 

それではまだお見えでない方もありますが、ご案内しておりました。時間となりましたので、

ただいまから令和３年度、第３回の雲南市、原子力発電所、環境安全対策協議会を開催をさせて

いただきます。本日は皆様にはお忙しい中、ご出席をいただき、ありがとうございます。本日の

進行を務めます、防災部長の高田でございます。よろしくお願いいたします。まず開会にあたり

まして、石飛市長がご挨拶を申し上げます。 

 

石飛市長 

本日は大変ご多用の中、第３回雲南市原子力発電所環境安全対策協議会にご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。さて島根原子力発電所２号機につきましては、本年９月１５日

に原子力規制委員会の設置変更許可の後、１０月１１日に第２回のこの安全対策協議会を開催さ

せていただき、そして１０月３１日には、県と市が共催で、住民説明会を開催したところでござ

います。 

住民説明会では、多くのご意見、ご質問をいただく中で、原子力規制委員会の審査の内容や内

閣府での取り組み、或いはエネルギー政策などについて、国や中国電の考え方を確認してきたと

ころでございます。また昨日は、知事と周辺３市による、第２回目の意見交換会に出席いたしま

して、島根県としてさらに確認・要望する事項をお聞きするとともに、現時点において、市が確

認・要望する内容について、県にお伝えしてきたところでございます。 

本日の会議では、こうした内容につきまして、住民説明会等の状況としてご説明いたしますと

ともに、雲南市におけます、広域避難計画の概要につきまして、本日ご説明をさせていただきま

す。皆様方から忌憚のないご意見、ご質問をいただきますようにお願い申し上げまして、開会に

あたってのごあいさつといたします。どうかよろしくお願いいたします。 

 

高田防災部長 

それでは初めに、本日お配りしております資料の確認をお願いいたします。お手元に、届けて

おります資料につきましてまず一番上に、議題、がございます。それから、委員の皆様の名簿。

それから、協議会の要綱。それから受け付けでお配りをしました席次表、それから、雲南市の広

域避難計画、冊子となっております。それから、原子力災害に備えた、雲南市広域避難計画、こ

れもホチキスどめの冊子となっております。それから、ご意見、それからご質問いただくための

意見質問書。そして一番下に参考資料としております。昨日行われました、知事・３市長会議で

示されました資料№１。今回の色んな説明会で出ました主な質問意見。また、それぞれに対する

関係機関の回答の趣旨が載っております資料を参考資料としてお配りをしております。 

以上でございますけれども、配付漏れ等ありませんでしょうか。それから、本日の会議は公開

とさせていただいております。また、会議録作成のため、録音及び市のホームページへの掲載に

つきまして、あらかじめご了承いただきますようお願いをいたします。それからお手元、卓上に、
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委員の皆様お２人に、１台ずつマイクを準備しております。ご質問ご意見等を、発言をされる際

には、マイクの台座にスイッチがありますので、スイッチ押していただきまして、マイクの先端

の赤い表示が、こういったぐあいに発言をされる際には、点灯するようになっております。赤い

表示がつきましたら、ご発言をお願いをしたいと思います。なお、終わられましたら、もう一度

スイッチの方をしていただきまして切っていただきますようお願いをいたします。同時に、何台

もスイッチが入りますと、混線することになりますので、いちいちということになりますが、ど

うかよろしくお願いいたします。 

それから携帯電話につきましては、マナーモード、または電源をお切りいただくなど、会議中

に鳴ることがないようにお願いをいたします。それではこれより議事に入ります。本協議会の要

綱に基づきまして、市長が会長を務めさらに会議の議長を務めることとなっております。よって、

議事の進行は石飛市長が行いますので、よろしくお願いいたします。それでは市長、お願いいた

します。 

 

石飛市長 

はい。それでは議事の進行にご協力の方よろしくお願いいたします。それでは議事に入ります。

議題１、住民説明会等の開催状況について、事務局から説明お願いいたします。 

 

 

【議 題】 

１．住民説明会等の開催状況について 

 

中村原子力防災対策室長 

それでは失礼いたします。原子力防災対策室の中村でございます。よろしくお願いいたします。

大変申し訳ございません、座ってご説明させていただきます。お手元、議題の方をご覧いただき

たいと思います。１番目の議題といたしまして、さっきありました住民説明会等の開催状況につ

いてということで挙げております。三つばかり挙げておりますが、先ほど市長の挨拶の方にもご

ざいましたように、１０月の１１日月曜日に、チェリヴァホールにおきまして、この第２回の雲

南市原子力発電所環境安全対策協議会が、並びに雲南市議会との合同の説明会を行わせていただ

いたところでございます。出席いただきました方々につきましては４２名の方ということで、内

訳についてはご覧いただきたいと思います。また３番目でございますが、１０月の３１日にはラ

メールにおきまして、島根原子力発電所に関する住民説明会の方を、島根県と雲南市の共催で開

催させていただいたところでございます。こちらの方につきましては出席者が６３名ということ

で、こちらの方も、内訳についてはご覧いただきたいと思います。また真ん中のところ２番目に

書いておりますが、これ中国電力主催の住民説明会が１０月の１３日水曜日に、チェリヴァホー

ルの方で開催されております。こちらの方につきましては４８名の出席があったというところで

ございます。それでこの後の住民説明会等の開催状況でございますが、その中で一番最初に申し

上げました、合同の説明会におきまして、いろいろとご質問意見等もいただいて国なりからご回

答いただいたところでございますが、それ以外に皆様方から意見とか質問をですね紙に書いてい

ただいたものがございます。 

本日はすべてまだ国の方の回答等が入っておりませんので、私どもの方がお答えできる点を何

点か口頭で大変申し訳ございませんが、お話、ご説明さしていただきたいというふうに思ってお

ります。まずいただきましたご意見の中で福島第１原子力発電所事故の教訓はということに関連

いたしまして、そもそもＵＰＺ圏内、３０キロの区域は、そういった防護措置が必要だと、これ
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についてどういった内容かということでございました。これは説明会の中でも、内閣府の方から

回答があっておりますけど、やはりＵＰＺの距離・範囲、３０ｋｍにつきましては、ＩＡＥＡ国

際原子力機関ですね、そちらの方の国際基準に基づいて設定がされているという内容とご説明が

あっております。ＩＡＥＡが定めておりますのは、ＵＰＺ、島根原発で５キロ圏内と、日本では

５キロ圏内になってますが、ＩＡＥＡが示します基準では、３キロから５キロの範囲ということ

になっておりまして、日本の場合には、５キロ以内というのはＰＡＺになっております。またＵ

ＰＺにつきましては、国際基準では３０キロということで定めてございます。これにつきまして

は特に福島の事故ではですね、実は３０キロ圏内外への実際避難が、なされております。これに

つきましては、特に飯舘村等につきましては３０ｋｍ外になってますけど、実は国が定める国際

基準の放射線量を超える可能性が出てきたということで、飯舘村等には、計画的な避難区域とい

う設定がされております。これについては原発事故すぐではなくてですね大体１ヶ月後ぐらいに

そういった必要性が出てきたという状況がございます。またこの３０キロ圏外につきましても、

実際には放射性雲、プルームといいますけどそれが通過するまでには相当な時間的な余裕がある

ということでございますので、これについてはＵＰＺ３０キロ圏内以外でも、そういった必要性

が出てくれば、当然同じような対応を図っていくということが示されております。大変、書き物

がなくて申し訳ございそういった内容でご理解いただきたいというふうに思っております。 

それから続きまして、避難の関係で何点かいただいておりまして特に避難時にですね、バスが

本当に確保できるのか或いは、その運転手の皆さんドライバーの方が確保できるのかということ

でございました。この点につきましては、避難に必要な車両を確保するためにですね、島根県或

いは鳥取県が平成２９年になりますけど、中国地方５県のバス協会とかタクシー協会と協定を締

結されております。これに基づきまして、必要な台数を確保するわけでございますけど、特に運

転される方の被ばく量につきましては、住民の方の放射線被曝量、これ１ｍＳｖになりますけど、

これを超えないようにということで、管理されることになっております。また県におかれまして

は、毎年この運転手さんに対しまして、放射線に関する知識とか、管理方法等研修がなされてい

るという状況でございます。運転手さんの件につきましてはそういった時、厳重な管理をしてい

くということになっております。また、台数等の数字、あんまり申し上げてもわかりにくいと思

いますが、バスにつきましては島根県鳥取県を含めまして、中国５県で約６５００台程度確保さ

れるようになっております。あわせまして福祉車両につきましても、中国地方のタクシー業者、

事業者等の皆様方で確保していただける車両が、大体１８００台から１９００台ということにな

っております。それには車椅子を乗せる事が可能な車両が１８００台程度、それからストレッチ

ャーが乗せられ車両が２５０台程度ということになっておりまして、また中国電力の方からはさ

らに５２台でですね、福祉車両を提供いただくということで、十分な確保がされるということに

なっております。ただどうしてもですねこの確保がその時々で間に合わないという時にはですね、

国の方からの、島根県とか、原子力災害対策本部から、それぞれに要請をかけて全国的なところ

に、要請もしていくということの手当がとられるという内容になってるとこでございます。 

続きまして本年の７月豪雨、大変な被害がございましたが、これについて様々な問題があった

んではないかということで、特に現在の避難計画ではなかなか実効性が乏しいんではないか、と

いうこともいただいております。あわせましてやはり、実際にうまく避難できるか非常に不安で

あるということをいただいております。それで本日ですねお手元の方に、先ほど資料の確認をし

ていただきましたが、後の方につけておりますが、この原子力災害に備えた雲南市広域避難計画

カッコ素案としておりますがこちらの方をちょっとお出しいただきたいと思います。大変非常に

小さい文字で記載しております申し訳ございませんが、２枚ばかりをはぐっていただきまして、

下の方に４ページと書いてあるところをちょっとお開きいただきたいと思います。４ページのと
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ころでございますが、ここに大きな２番といたしまして、広域避難計画の策定に係る経過という

ことを書き出しております。少し読み上げさせていただきたいと思いますが、島根県では、福島

第１原子力発電所事故の課題を踏まえ、中国電力島根原子力発電所から３０キロ圏域の４市、こ

れは松江市も含みますけど、とともに県内市町村及び中国各県、市町村の協力を経て、平成２４

年１１月に３０キロ圏外の避難先や避難ルート、避難方法等を定めた原子力災害に備えた島根県

広域避難計画、これが策定されております。私どもも含めた関係４市はですねこの計画を基本と

して、それぞれ避難計画を策定してきたというところでございます。今回この赤書きしておりま

すのは、後程ちょっとご説明いたしますが、新たに今度改訂していく内容の素案を今日お示しさ

せていただいてるところでございます。 

次の段落でございますが、島根県のその後国において新たな知見を取り入れた原子力災害対策

指針が策定されたことなどを受けて、避難計画を改定し、これからも改定していくというところ

でございます。（文章の）また、からでございますが、これまでもし、お話をさしていただいてお

りますが、本年の７月３０日には、この防災基本計画とか、或いは原子力災害対策指針等に基づ

きまして、策定されます地域防災計画、或いは避難計画の具体化充実化を図る、進めるために設

置された島根地域の原子力防災協議会、これは国も含めましてまた島根県鳥取県、また関係６市、

でございますが、こちらにおいて地域全体の避難計画とされます緊急対応が、具体的かつ合理的

であることを確認されたと。さらに、９月７日にはですね、内閣総理大臣を議長とする、原子力

防災会議で了承されたというところでございます。こういったものを受けまして今回この広域避

難計画の見直しにかかっているというところでございます。この緊急時対応或いは広域避難計画

でございますけど、一度策定したらそれで終わりというものではございませんで、今後の原子力

防災訓練等を通じまして、継続的な改善、或いは充実化を図って参りたいというところでござい

ます。また、雲南市の広域避難先でございますが、これは広島県の４市１町でございます。竹原

市・三原市・三次市・東広島市・世羅町ということになっておりまして、それぞれの市、町では

ですね、原子力災害時における避難者の受け入れに係る雛避難経由所、また避難所運営マニュア

ルというのを策定いただいておりまして、これからも引き続きまた、顔の見える形で、それぞれ

の連携を図っていきたいというように考えております。今月のところで、実はこの４市１町の方

へですね、ご挨拶も兼ねて改めて、副市長が出かけさせていただくと、今予定にしてるとこでご

ざいます。 

それから先ほど避難に関しまして、新型コロナウイルス感染症の対策はどうかということも、

ご意見・ご質問としていただいております。これにつきましては本年の３月にですね、島根県が

策定いたしました、原子力災害時の新型コロナウイルス感染症対策対応マニュアルに基づきまし

て、対応を行っていくということにしておりまして、これにつきましては先ほど申し上げました、

避難先自治体、受け入れ先自治体におかれましても、この内容について共有化が図られられてい

るというところでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

さらに他の質問・意見といたしまして、やはりこの避難ルートの道路ですね、道路が被災する

可能性があるんではないかというふうなこともいただいております。これにつきましては島根県

におきまして、緊急輸送路上の橋梁の耐震化とかですね、落石等の危険箇所のハード整備、こう

いったものが進められつつあるというところでございます。また自然災害によりまして、このル

ート、道路が通れなくなる、通行できなくなるような場合につきましては、代わりのルートを設

定するということ、或いは、道路管理者におきまして道路を開いていくということ。さらにそれ

もなかなか困難だという、実際に避難を行うような時にはですね、それぞれの自治体もそちらの

方にかかりきりになる可能性が高いですので、その場合につきましては、自衛隊等にですね支援

を要請いたしまして、住民の方々を確実に避難していただくということの取り決めをしていると
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いうところでございます。また島根県におかれましては、そういった形のものを含めまして、橋

梁の耐震化とかですね落石対策等につきまして、島根のつなぐ道プラン２０２０というのが土木

部において、昨年９月に策定されております。そういったものを基にしながら、今後の対応も、

これからも対応して参るということになってるとこでございます。 

あと先般の中でですね原子力防災訓練についてのご質問もいただいております。特に内容とか

ですねこれまで状況はどうだったかということ。また訓練を通じまして、多くの方々に、やはり

理解を含めていただく必要があるんではないかということで、いただいております。原子力防災

訓練におきましては初動対応訓練っていうものとかですね、これ本部の運営訓練等々ございます。

また住民の皆様を対象とした避難措置等訓練とかですね、学習会といったものも行ってきている

ところでございます。大体例年ですね年１回行っておりまして、２日間或いは３日間にわたる場

合もあるというところでございます。特に令和元年度でございますけど、２年前には、これは国

を巻き込んだ、原子力総合防災訓練というのを行っております。これについては相当な国との連

携作業とか、そういったこともやりながらですね、３日間かけて、避難訓練も含めてやって参っ

たところございます。本年度は令和３年でございますけど、先般の報道等もあってご承知かと思

いますが、年明けまして、来年、令和４年の２月２日に、この初動対応訓練これは災害本部対策

訓練とか、通信連絡訓練とか、そういったものをやって参るところでございます。また２月５日

の土曜日には、住民の皆様方の参加いただく避難訓練と学習会等も行って参ります。これについ

ては、先ほど申し上げましたように広島県が避難先になっておりますので、これまで雲南市の場

合には、なかなか県外の方へ直接、実際の避難をしたことがございませんで、島根県の方には、

できればそういったことを今回させていただきたいということで今お願いもしているところでご

ざいまして、年明けにはその辺の内容が具体に詰まっていくのかなというふうに思ってるとこで

ございます。まだ実際にできるかどうかってのはまだわかっておりませんがそういったお願いも

して参っているというところでございます。 

それとあと最後でございますけど、これは三名の委員の皆様方からいただいたご意見でござい

ますが、これまでの説明会を国とか或いは中国電力とか、説明を聞かせていただいたというとこ

ろでございますけど、特にこれにつきましてはやはり原子力発電所を実際動かしていくという内

容が主でございまして、どちらかというと、問題点とか、そういった、問題点を指摘するような

内容とかですねそういった部分がなかなかなかったんではないかというようなご意見もいただい

ております。また特に原発のリスクやデメリットをですね、おっしゃられる専門家の方々の意見

等も伺っていきたいということでございました。この説明会のあり方でございますけど、やはり

エネルギー政策につきましては、国がですねやはり前面立って進めていくべきものであるという

ふうに思っております。特に原子力発電所の是非につきましても、安全性はもちろんのことでご

ざいますけど、エネルギーの安全保障とか経済与える影響の後ですね、特にまた、今言われる地

球温暖化対策など、将来に大きな影響が出てくる問題であるということがございますので、やは

り先ほど言いましたように国が、やはり責任を持ってですね、また事業者につきましてもしっか

りと対応していただきたいというふうに考えておるところでございます。このことに基づきまし

て、責任を負うべき機関というところで、国或いは事業者である中国電力から、安全性や稼働の

必要性、或いは、避難対策等の説明をいただいたというところでございまして、その中、そのこ

とに対して参加者の皆様方からご意見ご質問をいただいてきているという状況でございます。で

もやはりこういった問題意識を持った側の説明会も必要というご意見もごもっとものことだと思

っておりますが、ただ、その上でですね行政は当然のことながらでございますけど、やはり公益

性とか中立な視点に立った取り組みが必要であるんではないかというふうに考えております。行

政といたしまして、あくまでも事業者とか国にですね説明を求めていくということで、それに対
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して皆様方から色んなご意見をいただくということだというふうに考えております。なかなか否

定的なご意見とか、また肯定的なご意見をお持ちの方の、どちらかに偏った形の説明会ってのは

なかなか行政としてはですね難しいのではないかなというふうに考えております。色んな場面で、

そういった方々の講演会とか研修会、これについては特に個別に個々に対応される部分は全然問

題ないというふうに思っておりますけど、そういったご意見、またいろいろ聞かれる中でですね

こういった場面で、いろいろご意見ご質問等いただければというふうに考えております。なかな

か答えになっておりませんが、そういった対応でなかなかこの安全対策協議会の中でそういった、

説明会をさせていただくというのはなかなか難しいかなというとこでございます。 

大変に長々と口頭でわかりにくいとこで申し訳ございませんでした。また正式にはですね、い

ただきましたものに対しては、文書にいたしまして、皆様方にお返ししていきたいというふうに

考えております。また本日の資料の一番最後にですね、先ほど最初にご説明いたしましたが、島

根県で参考資料として島根県でまとめられました主な質問とか意見、それに対する回答主旨とい

うのがございます。これは島根県の原子炉発電対策特別委員会とか、安全対策協議会とか、或い

は住民説明会で出された内容を、国がお答えになられた内容についてございますのでまたこちら

の方もですね少し、ご参考いただければというふうに考えております。大変文書がなくて大変口

頭で申しわけございませんでした。よろしくお願いいたします。 

 

石飛市長 

はい。説明が終わりました。委員の皆様からご質問、ご意見等ございませんでしょうか。吾郷

委員さんどうぞ。 

 

吾郷委員（公募委員） 

公募委員の吾郷です。すいません。ちょっと聞きはぐってしまって、もう一度お話を繰り返し

お聞きしたいんですけれども、住民説明会が３回、１０月のうちにあったということですけども、

今後もこれはやられる予定で、おられるんでしょうか。それと、ちょっと駆け足でわからなくて、

確認ですが年明けに何を、決めて何をするというふうにおっしゃっていたのかちょっと聞きはぐ

ってしまってもう一度お聞きしたいです。よろしくお願いします。 

 

石飛市長 

事務局お願いします。 

 

中村原子力防災対策室長 

まず住民説明会の件でございますけど、大きな形ではこれまで３回と今日報告させていただい

ております。後程ちょっとその他のところで少しお話ししようかと思っておりましたが、もう少

し小さい規模でですね、説明会ができないかなということで今調整をしております。これにつき

ましてはちょっと時期的には今月の終わり、１１月３０日から１２月７日にかけてですね、平日

は夜から日曜日挟みますので日曜日は、午前午後という形で、各町ごと６町で１会場というよう

な形で、少しそういった会が開けないかなということを今調整しております。１１月３０日と１

２月３日と、１２月５日の日曜日、それから１２月６日の月曜日、７日の火曜日ということで、

また詳細等を固まりましたら、皆様方にも、音声告知放送等を使いまして、周知させていただき

たいと思っておりますので、詳細等決まりましたらまたご報告させていただきたいというふうに

思っております。 

それと２点目の、年明けというお話したのは原子力防災訓練の関係でして、さっきお話したよ
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うに、２月２日と２月５日にありますけど、２月５日土曜日の防災訓練、住民の皆さんが参加し

ていただく避難訓練、については私どもの方もまだどこの場所とか、県外のどことかっていうこ

とも決まっていないんですけど、ある程度のところが実際に県外まで避難訓練ができるかどうか

っていうのは、１月年明けぐらいに最終的に決まってくるのかなというところでございますので

その辺ご理解いただきたいと思います。 

 

石飛市長 

よろしゅうございますか。 

 

吾郷委員（公募委員） 

ありがとうございます。ぜひですね、自宅に防災ラジオがない方もおられるので、ラインなん

かも使って、ＳＮＳですね。そちらでも発信をぜひお願いしたいと思います。以上です。ありが

とうございました。 

 

石飛市長 

はい。ありがとうございました。事務局として意見として受けとめておいていただきますよう

お願いいたします。 

他にご意見ご質問ございますでしょうか。どうぞ阿川委員さん。 

 

阿川委員（三刀屋町地域自主組織連絡協議会 ※代理出席） 

先ほど４ページのこの素案の部分の説明がありましたが、素案の説明ですね。４ページを見る

ということで４ページ見ていたらそのちょっと右を見たら、これ、６ページか。三刀屋地区で、

一宮と三刀屋ということを今まで聞いとったけど、三刀屋町の世羅の方、一宮の給下が入ってお

りますが、これは今ここで質問するべきことではないですか。人口もちょっと、１９００なんぼ、

一宮が伊萱・高窪・古城で、１９００なんぼになっていますかね。 

 

石飛市長 

そうしますと、避難計画の内容についてのご質問だと思いますが、次の章で避難計画を行いま

すので、ちょっとその説明をまずやっていただけますでしょうか。 

その他、ご意見ご質問ありますでしょうか。光谷さん。 

 

光谷委員（公募委員） 

はい。失礼します。今後ですね、説明会をされるということですが、先日出雲市の顧問会議で

も発言がありましたように、原発のですね、推進の説明会だけでなくて、推進する際にもですね、

原発のリスクについてもきちっと話をして欲しいっていう、出雲市の顧問会議での専門家の方の

質問がありまして、例えば再生可能エネルギーについては、いろいろと諸問題があるっていうこ

とを中電の人が言われておりますけれども、再生可能エネルギーだけじゃなくて、原発にも多く

のリスクとか問題点があると。そういうのも、やはりきちんと説明して、両者の一長一短をきち

んと説明して、説明会をしていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

石飛市長 

事務局ありますか。 
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中村原子力防災対策室長 

はい。確かにおっしゃることもこれまでも各委員さんの方からもいただいてるのは事実でござ

いまして、先ほどちょっと駆け足で申し訳ございませんでしたけど、なかなか行政の立場で、問

題点等も当然色んな面で言われてるのは十分承知しておりますので、そういった方々のご意見な

んかも当然あるということはわかっておりますが、なかなか私どもの行政の立場で、肯定・否定

の方々の専門的な方といいますか、そういった方の説明会をなかなか開くのは、片方に傾聴した

やり方はなかなか難しいんではないかなというふうにさっきお答えしたと思っております。 

ただ色んな形でですね講演会とか、色んな研修会は実際いろいろやってらっしゃいますので、

そういったところで、それぞれが内容を聞かれて、それに対して、こういった場面でこういった

内容だったけどということを、言っていただくことは十分に必要だというふうに思っております。

おっしゃいますので非常に十分わかりますけど、行政という立場でなかなかその部分については

あくまでも国、或いは事業者の方からの必要性とか、安全性とか、そういったものを示していた

だいた上でじゃどう判断していくかというのが、実際の部分だというふうに思っておりまして、

言われることは十分に承らせていただきますけど、なかなかそういった形での説明会というのは、

何かこちらで開くのは難しいのかなというふうに思ってるとこでございます。大変な、なかなか

いい答えになっておりませんがよろしくお願いいたします。 

 

石飛市長 

はい。難波委員さん、どうぞ。はい。 

 

難波委員（雲南市老人クラブ連合会） 

ちょっと質問いたしますが、今の行政ということをおっしゃいましたが、中村室長さんでした

か、大体あなたはちょっと早口でございまして、私一番末席におりまして、まず耳も遠くて、話

されると、説明会の内容が分かりません。私らが十分に承知して、なるほどということが必要だ

と思います。 

それとそれは余分なことですが、私の感じではですね、行政というものの対応について、あな

た方の対応は、国の方へ要望するんだとおっしゃいましたが、そうすると行政の対応と言うもの

は、私らが言ったことを、国にお伝えになるということが主体ですか。行政の役割をお聞きした

いです。 

 

中村原子力防災対策室長 

大変すいません。早口で大変わかりにくかったということで、申し訳ございませんでした。今、

ございますように、行政の立ち位置というところでは、おっしゃいますように皆さんがたのいろ

いろな意見もいただきながら、どういうふうにそれを私どもの判断の方にしていくかということ

も当然あろうと思ってます。またいただいたご意見などをおっしゃいますようにやはり国の方と

かですね、県、国の方にもしっかり要望していくことも必要だというふうに考えております。先

ほど市長の方の挨拶にもありましたけど、昨日も島根県知事と周辺３市の市長との会議があった

中で、やはり国に対してもしっかり言っていくんだということも話し合われておりますので、そ

ういった部分も含めて、行政の立ち位置としましては、意見を聞く事とも十分大切ですし、要望

していくことも当然大切だというふうに考えてるとこでございます。 

 

石飛市長 

はい。難波委員さん。 
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難波委員（雲南市老人クラブ連合会） 

はい、大体わかりましたが、私らが入ってくる情報というもは私も専門家でございませんので

ね。新聞かテレビで聞く程度の素人判断でございまして、あなた方専門家から言えば、おかしな

ことを言うなと思われるか分かりませんが、結局丸山知事さんが国の方に追加回答要請しておら

れますよね。島根２号機の国の説明不十分ということで、何項目かをやっておられますが、ここ

の中に私らが言ったことはほとんど入っとると思いますね。また、併せまして新聞報道からいき

ますと、再稼働やむを得ず４割超、ただし、再稼働しても、最終的にはこういう危険なものは、

やめた方がいいじゃないか。今、せっかくやりかけておられるわけですから、ある程度、エネル

ギーの観点、産業政策の観点からして必要なことでございますから、そんなに今即刻やめるとい

うものではなしに、再稼働はやむを得ずというのが４割でできれば、できるだけ早く再稼働、そ

れから、できるだけ早く廃止しようという案ですね、これが新聞に出ております。だから推進し

ていうことも大事ですが、こういう危険なものに代わる、エネルギー政策というようなものも考

えられませんと、私らが、まぁ加茂は三次でいいようになっておりますが、私は広島、東広島に

行かないけませんが、避難というのが非常に難しい。国にも要望しておられるから、今私が言う

ことがすべてあなた方が回答できることばっかりじゃないと思いますので、この辺の速やかな対

応と、３０キロ圏域にありますし、そのことと行政が国に言うことだけということをやりますが

万が一あった場合に避難の指示、計画、命令統制、誰が責任もって避難を出すか。各自治体で自

主組織というようなものがありますが、どういうふうな形態の指揮命令権が住民に速やかに伝達

され避難できるか、はっきりする事が大切だと思います。こういうところがですね、私どもが非

常にまだはっきりわかりませんので、このような部分を含めまして今後研究されると思いますが、

ご回答をお願いしたいと思います。 

 

石飛市長 

はい。先ほどのところ、国の方へですね要望するという回答をしてきております。その上での

ご意見としてまずは前段の方は受けさしていただきます。あとは避難計画につきましては先ほど

ちょっとお話しましたが、この後、雲南市の避難計画をご説明する時間をいただいておりますの

で、ちょっとまたそれをお聞きになった上で、またご質問をいただけると幸いでございます。 

 

難波委員（雲南市老人クラブ連合会） 

はい。ありがとうございました。 

 

石飛市長 

その他、ご意見ご質問はありますでしょうか。はい、田中委員さん。 

 

田中委員（公募委員） 

先ほどの関連でちょっと意見を言いたいんですが、私も住民説明会に先日、加茂の方へ出まし

て、その住民説明会に参加された方から聞いた率直な感想なんですが、話が難しくて正直わから

なかったと。専門用語で１ページの説明が大体１０秒程度で次々と進んでいくので、住民に理解

してもらおうという気があるのか疑問だ、というふうな声を聞きました。先ほどから言われてる

ように、理解できたのは質問される内容だったが、その答えは納得できるものではなかった、と

のことでした。避難範囲の３０キロ設定の根拠の質問が出てそれに答えがあったんですが、何と

なくうやむやにされたような感じがして、わかりにくかったんじゃないかと思いますけど。それ
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で、これまでこの安対協にしてもですね、安全対策をとったとか、避難計画を立てた。それで不

十分な問題ってのは今後対策をするから安心してくださいというふうな、話をずっと聞かされて

きてるわけですね。私などの専門知識に乏しい者にとってはですね、不十分な問題点というのが

よくわからないわけですよ。 

そこで、当事者だけではなくて、第三者の方でこういう問題に詳しい方からも話を聞いて、理

解を深めていきたいというのが私の思いなんですよ。それで例えばですね、法政大学で環境政策

を教えておられる上岡直見さんという方は、島根県についてのシミュレーションを行うなど、原

発避難については大変詳しい方で、住民の目線に立って、わかりやすく丁寧に説明されていると

いうふうに思っています。ぜひともですねそういった方を呼んでですね、知見を深めるというふ

うなことをやっていただきたいなと。先ほどから出てきているのはそういうふうな問題じゃない

かと思うんですよ。それで、やっぱり住民の皆さんには丁寧に説明して理解をしていただくとい

うふうにずっと言われてます。事故時にですね、住民の皆さんに及ぼす影響というのは、その覚

悟や対策をしっかり理解していただく必要があると思っています。そして、安対協もその責任の、

一端を担っていると思うので、そういう責任は私達もあるので、十分にその理解ができるような、

そういう説明会をやっていただけたらなというふうに思います。以上です。 

 

石飛市長 

ありがとうございます。ただいまのはご意見としてのご発言ということ受け止めさせていただ

きます。はい。その他ございますでしょうか。ご質問ご意見。はい、吾郷委員さんどうぞ。 

 

吾郷委員（公募委員） 

すいません。田中さんの補足といいますか、ここにいる皆さんがどういうふうな気持ちでいて

この説明を聞いているかわからないですけれども、多分、多くのここにおられる方は、市役所の

方を責めたいわけでもなく、個々人の皆さんを攻撃したいわけではないんです、決して。なので

ここで対立のような、会話や対話をしても、全くの無駄な時間だと思うんですよ。今、国であっ

たり、県であったりから、かなりのプレッシャーをかけられているかとは思うんですけれども、

私たちは、やっぱり命を考えてここに座っているわけなので、みんなで一緒に考えていきたいと

いう立場で、そういうお願いをしています。なので、皆さん個人を責めているわけでは決してな

いので、そういう住民が多いということで、１度そういう専門の方を呼んで会議を開いてはいか

がでしょうか。以上です。 

 

石飛市長 

事務局ありますか。 

 

中村原子力防災対策室長 

先ほど市長の方もちょっと申し上げましたように、少しその辺検討はさせていただきたいと思

います。それが本当にできるかどうか、私どもも少し内部的に考えていかなきゃいけないとこだ

と思ってますので、少しその辺については、ご意見等含めて、伺わせていただきたいというふう

に思います。 

 

石飛市長 

いずれにしても疑問に思われている点、わからないという点についてはですね、ぜひご質問と

して挙げていただいて、今回島根県がこういう形でまとめていただいて、中でもまだやっぱり疑
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問点があって、新聞にあったようにですね、それをさらにまた国に上げて明らかにしていくと。

なかなか、国の説明がわかりにくいというのは、専門的であるというのはおっしゃる通りな部分

がございまして、それがわからないからこそ質問をあげて、しっかり国に説明をしていただくと。

こういうのがまず第一歩かなというふうに思っております。ここの場もですね、そういう意味で

わからない点等ございましたら、遠慮なくご質問、ご意見いただければというふうに思っており

ます。 

その他ございますでしょうか。はい。そうしますと次の議題にまず移らせていただきまして、

また後程、まとめてご質問等の時間を取らせていただきます。 

続いて議題の２、雲南市、広域避難計画の概要について説明をお願いいたします。ゆっくりお

願いいたします。 

 

２．雲南市広域避難計画の概要について 

 

中村原子力防災対策室長 

それでは続きまして雲南市広域避難計画概要というのを、この縦長の分でこちらの方ご覧いた

だきたいと思います。今日お手元にお配りしております広域避難計画の素案につきましては、な

かなかちょっと内容を全部説明すると大変ですので、なるべく簡単な概要版ということで、これ

を作っております。これにつきましては安定ヨウ素剤の事前配布議会の時の資料とかですね、原

子力防災訓練の原子力防災学習会の、そちらの方で使わせていただく資料でございますので、極

力一般の方にも分かるような形のものに作っておりますので、こちらの方でご説明をさしていた

だきます。スライドはですね、上下にちょっと分けたものを一緒に印刷しており、ちょっと小さ

いところもあろうかと思いますが、お許しいただきたいと思います。また前の方にスライドの方

も出しておりますので、お手元の資料と両方ご覧いただきたいと思います。 

最初にですね原子力災害時の雲南市広域避難計画の概要についてでございますが、最初に下の

方、スライド番号右下に１ってなっております。下の方に１ページのとこ見ていただきたいと思

います。まず原子力災害というものはどういったものかということで改めてここでお話するのも

どうかと思いますけど、原子力発電所の事故等におきまして、放射線や放射性物質の異常な放出

により生じる被害ということになります。ただしですね、自然災害とは違っておりまして、特に

放射線につきましては、目に見えない、におわない、肌に感じないというようなことで、被害の

状況がなかなか自分では判断しにくいといった特徴、特性があるということになってございます。

ですのでそのような特性があるということですので、先ほど避難の指示とかという話もございま

すように、国、或いは県、市からの、お知らせを確認いただいた上でですね、冷静に判断いただ

くこと、そちらの方が大切になってくるというように考えております。ここにありますのが災害

発生時のイメージ図になっておりますが、事故等によりまして、原子力発電所から放射性物質が

大気中に放出されますと、放射性プルームという雲が発生して参ります。これについては、ここ

にもいろいろ書いております。キセノン１３３とかいろいろございますが、これはご覧いただき

たいと思いますけど、こういった放射性物質を含んでいるものでございます。この放射線をです

ね、直接受けますと、呼吸されることによって、体内に入ってくると。または雨などと一緒に、

地表に降りまして、農作物であったり土壌汚染する被害が発生するということが言われておりま

す。 

続きまして、次のページをお願いいたします。スライド２でございますが、この図につきまし

ては、放射線による被ばくについて示したものでございます。大気中に放出されました放射性物

質から、直接体の外から受けることを、外部被ばくという言い方をしております。また呼吸であ
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ったり汚染された食物の飲食等、或いは傷口の方からですね、侵入することによりまして、体内

に放射性物質を取り込むことについて受ける影響を内部被曝という言い方をしております。 

こちらはですね、先ほどの広域避難計画の中でも示しておりますが、島根原子力発電所ござい

ますが、同心円で円を示したものでございます。最初にご質問いただいた意見等の中でもちょっ

とご説明いたしましたが、原子力発電所から概ね５キロ圏内、これをＰＡＺという言い方をして

おります。また、５キロから３０キロ圏内、私どもの方になりますけど、ＵＰＺという言い方を

しておりまして、こちらはですね、緊急的防護措置を準備する区域という言い方で言われており

ます。ちなみにＰＡＺについては、上の方書いとりますが、予防的防護措置を準備する区域とい

う言い方をされております。 

次に、先ほどちょっとご質問ございました、ＵＰＺ区域をですね一覧にしたものがこの表でご

ざいます。大東町、加茂町については全域、それから木次町につきましては、温泉地区以外の全

域ということ、それから三刀屋町につきましては、三刀屋地区と一宮地区がこの３０ｋｍ圏内、

ＵＰＺの区域内に該当するというとこでございます。 

ここからはですね、原子力発電所におきまして事故等が発生した場合でございますけど、事故

の進展状況により段階的に行う防護措置という、ちょっと難しい言い方しますが、どういった対

応をすべきかというところでございます。まず、上からですね見ていただきますと、警戒事態と

いうことになります。これについては、例えば松江市で震度６弱以上の地震が発生した場合、或

いは大津波警報の発表があった場合、また、原子炉施設に重要な故障が起きた場合等を指すもの

でございます。この段階ではですね、５キロ圏内、ＰＡＺ圏内につきましては、避難等の準備が

開始されてくるところでございます。また雲南市を含みますＵＰＺ、３０ｋｍ圏内につきまして

は、この時点で、小学校、中学校の児童さん生徒さん、或いは幼稚園、子供園、保育園の園児さ

んは帰宅するということになっております。自宅での受け入れや、お迎えをお願いすることにな

るということになって参ります。また住民の皆様には、音声告知放送と書いておりますが、この

１０月から、防災無線を運用開始しておりますので、基本的に防災無線や或いはテレビ、ラジオ

でお知らせして参るという形になってくると思っております。次に、二段階目の施設敷地緊急事

態でございますが、これにつきましては原子炉停止後、炉心を冷やす機能が喪失した、失われた

場合などに事故が拡大する可能性がある場合を指しているところでございます。この時点ではで

すね、ＵＰＺ圏内につきましては、屋内退避の準備をお願いするようになって参ります。具体的

には、屋外からですね屋内の方に入っていただきまして、無用な外出は控えていただきますとと

もに、国、県、市の指示を確認いただきまして、特にですね、窓に目張りをするとかですね空気

が入ってこない形になるべくとっていただきたいということで、窓に目張りをしたり、水や食料

の備蓄の確認などの準備を行っていただきたいと。いうところでございます。最終的に、今度は

一番下ですが、全面緊急事態。これにつきましては、原子力発電所のですねすべての交流電源の

喪失、或いは原子炉への注水機能の喪失など、放射線の影響が生じる可能性が高い状態というこ

とになった場合を指しているところでございます。この場合には住民の方々には、直ちに自宅や

近くの建物の中で、屋内退避をしていただくということの指示が出て参ります。 

先ほど言いましたまではドアを閉めしまして、換気扇を止めたりいたしまして、外から空気が

入らないようにすることが大事になってくるというところでございます。放射線をなるべく遮へ

いしていくということで、外部被ばくを防いでくる効果と、放射性物質から離れるということで、

内部被曝なるべく起こらないということで、ただ外からお帰りの際には、衣服や体の汚染を取っ

ていただくということも必要になって参ると思っております。これが段階的な先ほどのお話でご

ざいます。今ちょっとお話しましたように、外出を控えていただきまして自宅やですね職場など

の建物に入っていただきたいということで、特によく言われます複合災害ですが、特に地震など
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の複合災害等で、なかなか自宅での避難、退避は難しいということになりますと、最寄りの公共

施設と、こちらの方に入っていただくということになろうかと思ってます。建物の中ではですね

何度も似たようなことを申し上げますが、ドアの窓を閉めて、エアコン、換気扇と止めていただ

きたいとエアコンってのは外気導入ですとか空気を入れるということがありますどこで止めてい

ただきたいというところでございます。また外から帰られた時にはですね、着替えて顔や手を洗

っていていただく、着替えた服等ですねビニール袋に別に保管していただくというような形で、

区別をしていただきたいということが出て参ります。また放射性物質による汚染を防ぐためにで

すね食品等については、ラップとか蓋とかをしていただくということになって参ります。また、

やはり情報を得ていただくということが必要になりますので、特にテレビとかラジオなどで、か

ら新しい情報をいただきたいということにが出て参ります。 

さらにですねこのスライドはですねさらに事態が進展した場合ということでございます。放射

性物質がですね、原子力発電所の外、外部に放出された場合についてのご説明でございます。こ

れまではですね、ＵＰＺ３０キロ圏内につきましては、屋内退避ということで屋内に避難したり

していただくということになっておりますが、放射性物質のが放出された後ではですね緊急時モ

ニタリングといいまして、モニタリングポストであったりですね、車付いた、走行サーベイとい

う、そういう車もございますので、そういったもので、あらゆるところの放射線量をはかって参

ります。この場合、その放射線量が基準値を上回ってくるような場合につきましては、国から県

や市を通じて、避難、或いは一時移転をお願いしていくことになって参ります。この指示につき

ましては、色んな情報伝達手段をとっていきたいと思っておりますので、緊急速報メール、エリ

アメールとかですね、或いは、防災無線であったり音声告知放送、テレビ、ラジオ、広報車、色

んなものを使ってですね複数の媒体を介して、皆様方にお伝えして参るという形を考えておりま

す。避難対象区域の住民の皆様につきましては、自家用車やバスなどで警察など誘導にしたがっ

ていただきながら、あらかじめ決められた避難ルートで、避難をしていただくということになっ

て参ります。 

次に先ほど簡単に避難とか一時移転という言い方をしておりました、若干この避難していただ

くというのと、一時移転の意味合いが異なって参りまして、こちらをご覧いただきますと、避難、

一定の被ばくを受ける可能性がある場合に取る分措置では対応策でございますけど、放射性物質

または放射性の放出される元から、離れることによって、被ばく低減を図るということになって

おります。避難につきましては、特に空間放射線量率っていうものがございます。それを測るわ

けですけどそれが高くなってる場合に、また、非常に高くなる可能性がある場合に、早くその場

から離れていただくということでございます。大体これについては１日程度以内で行うという形

になっております。一方で、一時移転でございますけど、これにつきましては、緊急の避難が必

要な場合に比べまして、まだ放射線量は低いという時でございます。ただし、日常生活を続けて

いく上でですね、無用な被ばくを下げていく必要が、低減する必要があるというために、一定の

期間のうちに、その場から離れていただくというのが１時点ということになっております。ここ

では大体場所と特定されてから、大体１週間程度内に対応していただくということになっている

ところでございます。 

続きましてですね、これについては先ほど来もお話をしておりますけど、雲南市を含む県内４

市の避難先を地図で表したものでございます。雲南市につきましては、先ほど申し上げましたよ

うに広島県の４市１町ということで、こちらの図面では、黄色で塗ったところですね、赤で枠を

取ったところ、こちらの方に移動していただくと、避難をしていただくということになっており

ます。 

こちらの方、次のがですねスライドの１０でございますが、こちらの方が、雲南市の避難先地
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域を地区ごとに示したものとなっております。先ほど来ではございますけど、大東町については

東広島市、加茂町については三次市、木次町については三原市、三刀屋町の三刀屋地区について

は世羅町、一宮地区は竹原市でございまして、先ほどご質問いただきましたところで、さっきち

ょっと記載がおかしくしておりましたので三刀屋地区と一宮地区で、三刀屋は世羅町、一宮地区

は竹原市ということで、先ほどの広域避難計画については、ちょっと地区を入れる場所が違って

おりましたので、訂正させていただきたいと思います。 

この図はですね避難指示が出た場合の避難の流れを示したものでございます。まず一つ目にで

すね自家用車で避難される方につきましてですが、あらかじめ決められた避難ルートを通ってい

ただきまして、避難先地域に開設される、避難経由所というところを経由して、避難所へ向かっ

ていただくということになります。この避難経由所というとこでございますが、なぜこういうも

のを設けるかというところでございますけど、これにつきましては、やはり受け入れ先自治体の

避難先をご準備していただく時間をかけていくこと。それから、一旦、よくわからない知らない

場所でございますので一旦よく分かりやすいに目印なる場所に、車が停められてバスが停める場

所、広い場所を確保して、そこでまず、どこの避難所に動いていくかを、分けていくという形に

なるために、間に一つ、避難所の前に避難経由所というものが設けられているところでございま

す。次に自家用車で避難ができない方につきましてでございますが、一時集結所というとこに集

合していただくことになっております。こちらでは、バス等を準備いたしまして、集団で同じく

避難経由所の方に向かっていただくということになっております。それから、あと社会福祉施設

に入所等の方でございますけど、特に介護が必要な方とかにつきましては、バスとか福祉車両な

どを使いまして、先ほどバス何台とか福祉車両何台というふうに申し上げましたけど、こちらを

使ってですね、避難先地域に開設されております広域福祉避難所、というところへ入所か介護さ

れる方、介護が必要な方に対応した避難所そちらの方に向かっていただくというところで、こち

らについては、先ほどの避難経由所を経由せずにですね、直接福祉避難所の方へ移動していただ

くということになって参ります。それと次に病院に入院中の方等でございますが、これにつきま

しても同じように、福祉車両で直接避難先の病院へ向かっていただくというような形になってお

ります。この図ですね真ん中に、青色でですね、対避難待機時検査というものが、場所は１ヶ所

ございます。避難ルートの途中でですね、この検査場所を設置します。ここではですね放射線の

測定器なによる検査を受けていただくということになっておりますので、必ず一旦ここはどうい

った方々であっても、通って検査をしていただくということになって参ります。 

先ほど来申し上げております車等で避難ができない方の一時集結書を示したものでございます。

できるだけですね建物の中に入っていただけるような施設を設定してるとこでございまして、こ

の一次集結所におきましてですね、基本的には、聞かれたこともあろうかと思いますが、安定ヨ

ウ素剤、というものを緊急的に配布していくという形になって参ります。ただこの一時移転の時

にはですねまだ放射線量がそう高くない時期でございます。場所を特定して、そんな高くない時

期に移動していただくので、まずそこで受け取っていただく。そして検査をしていただく。その

あと検査もしていただくというような流れになってくるところであります。 

次にですね、これは地区ごとの先ほど来申し上げております、避難経由所の場所でございます。

特にやはり学校とかですね公園などの一定の車の台数が駐車できる場所、施設が予定されてると

ころでございます。避難されます方は先ほど少し申し上げましたように、避難先で開設されます

避難経由所にまずご集合いただいて、そこからご案内する避難地の方へ、移動していただくとい

うことになって参ります。 

この次のスライド１４でございますが、これについては、避難される場合の途中に開設いたし

ます、検査をしていただくとこ、避難退域時検査場、場所を地図に示したものでございます。雲
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南市はですね何本かの避難ルートがございますけど、まず、検査する場所については旧福野小学

校、それからさくらおろち湖周辺、道の駅さくらおろち湖周辺ですね。それから道の駅たたらば

壱番地。それから吉田の総合センターの周辺、それと道の駅掛合の里、そういったところで、候

補地として検査をしていくということになっております。 

これ避難退域時検査場所での検査の仕方でございますが、まず放射線測定器を使いまして、ま

ず車ですね車両から、体、衣服などに放射性物質がついてないか汚染されてないかということを

検査して参ります。この検査で放射線量が基準値以下であることを確認されましたら、検査年月

日と、いつ検査しましたということを記載しました検査済証、これを交付することになっており

ます。それをもって、避難先の避難経由所に向かっていただくと、ということは逆に言いますと、

避難経由所でこの検査済証がないとですね、受け入れてもらえないという、ことになって参りま

すので、必ず避難の場合には、退域時検査を受けていただいた後に移動するということになって

いるところでございます。 

これは避難退域時検査の際にどういったことをやってるかというのをちょっと写真をつけさし

ていただいております。ここではですね車両のまず車の検査を行います。最初に車両の皆さん方、

車両に乗られたままで、車両用のゲートモニターというものがございますので、そちらを通って

いただくということで、指定箇所っていうものを検査いたしまして、汚染があるかないかを確認

していくということになっております。この時点で、ゲートモニターで基準値以下の場合につき

ましては、もうすぐ検査済証を受け取っていただいて避難経由所に向かっていただくわけなんで

すけど、ただこの車両のですね検査で基準値以上ということが出た場合については、また詳細の

確認検査を行うということにされております。必要に応じまして、車の拭き取りとか、水による

洗浄を行って参るというところでございます。 

次にですね、この車の方がですね、車の検査で基準値以上であった場合には今度は乗ってらっ

しゃる方の検査も行っていくところでございます。まずどなたか代表の方の頭とか顔、手、靴の

底、この辺りの指定された箇所を検査して参ります。ここで基準値よりも以下であればですね、

検査済証を受け取っていただいて、避難経由所の方へ向かっていただくわけなんですが、もし代

表の方に、検査結果が、或いは基準値以上であったという場合につきましては、同乗者全員も同

様にですね、検査をしていただくということになっております。 

次はですね、検査の結果、放射線量が基準値以上だった場合のところですけど、この場合には

ですね、着替えであったりとかですね拭き取りであったりとか洗浄、という形で、簡易の除染を

行うと、汚染を取り除くということですね、除染を行うということでございます。この簡易除染

の結果ですね基準値以下になればな、同じような形ですけど、検査済証を受け取っていただいて、

経由所に向かっていただくというところでございます。 

次はですね、避難される際の注意事項というものをここに５点ばかり書き上げております。ま

ず、服装についてでございますが、帽子、なるべく旗を出さないということですので帽子、長袖

シャツとか長袖、長ズボン等着ていただきまして、サンダル履きではなくて、やはり靴をとか履

いていただいて、マスクをつけていただくということで、極力、肌を露出しないという形になっ

て参ります。そういったことをご注意いただきたいというふうに思っております。これはですね、

やはり先ほど言っております外部被ばくとか内部被ばくということでして、外でなるべく外部、

肌にあたっていない、或いは吸い込んでいないというようにするということで、そういったこと

を心がけていただきたいと、いうことでございます。また同様にですね、車に乗る前には、靴裏

の汚れを落としていただくということ、或いは車に必要以上にさわらないということ。それから

車の窓を閉めてエアコン外気導入じゃなくてですね、内気循環を使っていただくということで、

それから申し持ち出していただくものについてはですね、袋などに入れて、梱包していただく、
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個別に持つんではなくて、一緒になるべく、かばんとか袋の中に一緒に詰め込んでもらうという

ような形が、注意をいただきたいというふうに思います。また避難する間でですね、家を空ける

ことになりますので、身の回りのものとか、貴重品とか、衣服、生活用品など日常的に必要なも

のについては、準備していただきたいということでございます。 

それと先ほど色んな形で広報とか情報を提供いたしますと言いました。こちらの方見ていただ

きますと当然、テレビとかラジオとか、それぞれホームページだったり、防災メールとかそうい

うものを確認をしていただきたいと思っておりますし、また広報車とかですね、複数の手段を使

って皆様方に情報を届けて参りたいというふうに考えております。ここにも書いております島根

県も雲南市も防災メールを持っております。島根県につきましは島根防災メールというのがござ

います。また雲南市は、もうお使いいただいてる方も多くいらっしゃると思いますけど、雲南市

安全安心メールという独自のメールを準備しておりますので、そちらの方もまた使っていただき

たいということです。これは原子力に限らずですね、風水害であった地震だったりそういった防

災情報、或いは気象情報とか、緊急的な重要な情報等も、携帯電話やパソコンなどのメールで受

け取っていただけるというサービスでございますので、まだであれば登録手続き等も行っていた

だきたいと、いうように考えてるとこでございます。 

そして最後になりますが、こちらはですね今年からスタートしたものでございますけど、島根

県が作られました、島根県の避難ルートマップというものになっております。現在、公開がされ

ておりまして、これはスマートフォンとかパソコンとかでも見ていただけますので、出発点を出

していただきますと相手方が出てきて、どういったルートがありますって基本的にですね２ルー

ト、さっきも言いましたが、何かの際には変わりのルートが必要になりますので二通りのルート

が出てくると、いうような形になっております。また間で検査場所とかっていうのも表示される

ようになっております。 

そういったことで、また何かの機会にこういったものもご覧いただければというふうに思って

おります。なかなか具体の内容は細かくお話はできませんでしたけど、これが広域避難計画の大

まかな概要でございますので、よろしくお願いいたします。 

 

石飛市長 

はい。説明が終わりました。委員の皆様からご質問、ご意見等ございましたらよろしくお願い

いたします。はい。細田委員さん。 

 

細田委員（雲南市議会） 

議会から出ております細田です。一つは先ほどから意見がが出ております、専門家の話を聞く

という話なんですけれども、議会としては、今日の議会運営委員会で専門家の意向を聞こうとい

うことを、決めて、何回なのかわかりませんが、とりあえず１１月３０日に、原子力問題に取り

組んでいるＮＰＯ法人の方から、賛成反対ということを担うではなくてですね、審議のあり方に

ついての指摘、こういったところが必要だという指摘を受けるという立場でですね、研修をして

いきたいというふうに思っております。ぜひですね、安対協にもそういった幅広い知識、知見と

いうのをですね、やっぱり全員が共有した上で、色んな意見言うことは大事じゃないかなと思っ

ております。なかなか行政としてそういうことができないという意見もございましたけれども、

例えば新潟県辺りはですね専門家を交えて、本当に批判的な意見も含めて、やっておりますので、

県並みのことはできないにしても、雲南市としてもやっぱり専門的な知見は大いに取り入れて行

くべきじゃないかなと思っております。 

それから避難計画につきましても同じでして、行政の説明がありましたけれども、例えば、Ｕ
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ＰＺ、我々は３０キロ圏内で５キロ圏外ということになって、例えば屋内退避とかですね、それ

を例えば夏に事故があったときに、エアコンを止めて家の中に居ろなんていうことはできないわ

けでして、そういったことがですね実際にその計画されているということ自体がちょっと、実効

性がない避難計画なんですよ。そういったことをですねやっぱり検証していくってことはぜひで

すね市もやっていただかないと、県がこういう計画だからということではやっぱ私は駄目だと。

国もこれで、計画だけだということではやっぱ私は、だめだというふうに思っています。安全な

時に逃げるんだけども、放射能が入らないように、エアコンを止めなさいなんてそれは安全でな

いからエアコンを使わないわけでしょ。外から放射能が入ってくるからですね。本当矛盾してる

と思います。それから、危なくなってから逃げるって言ってもその、一時避難所に行ってですね、

住民の皆さん防護服も何も来てないわけです。どうして安全に一時集結所に集まって避難するの

かということですね。そういったことも少し現実的な問題として考えていただいて、色んな避難

対策の指摘を受けながら、住民に説明していただきたいなというふうに思います。非現実的だい

うことは皆さんおそらく説明を聞いて感じておられると思います。以上です。 

 

石飛市長 

はい。事務局から何かございますか。 

 

中村原子力防災対策室長 

いただきましたご意見については先ほど申し上げました最初のところは、そのように検討して

参りたいということは、お話をさせていただきまして、避難対策の関係でございまして、先ほど

少し申し上げましたように、確かに住民の皆さん、防護服あるわけじゃありませんし、検査を行

う職員とか中国電力さんもそういった所へ関わられますけど、そういった方はそれなりの格好を

して、確かに行っているというのは現実でございますので、ただ一時移転の指示が出る段階って

いうのは、まだまだ被爆する可能性がないときに、一応そういった地区を特定して、避難指示や

一時移転の指示が出て参るというところでございます。それで例えば、なるべく肌を出さない形

で、そういった服装でお願いをしたいというのところでございます。 

それとＵＰＺの関係でも屋内退避の点、確かに現実的ではないと言われる部分も絶対ないとい

うわけじゃないですけど、ただこの屋内退避っていうのがですね、決められたのが、これこそ福

島の関係で、福島の場合はそういった具体の部分がほとんど決まってなかったというときに、避

難地域もどんどん拡大していったということで、結局、いっぺんにその渋滞が起きてしまったと

いうこともあってですね、それで被爆される方もあったということがあって、やはりそこはまだ

それほど放射線量が高くない時期に移転してしまいますけど、その部分はなるべくそういった、

一斉に動いた時、渋滞を起こした時に、そういった被ばくというのが起こってもいけないという

ことで屋内退避ということが言われていると、段階的な避難ということが言われているというと

ころでございます。特に、さっき言いましたように、相当色んなものを止めてください、外気導

止めてくださいって言ってるんで、現実的でないと言われる部分もあると思うんですけど一応で

すね、示されてる部分といたしましては、日本の場合にはあんまりコンクリート建物ってあんま

りない、普通の家庭はないと思うんですけど、コンクリート造りの建物ではですね、内部被曝、

吸い込む分の量は大体９５％ぐらい低下させることができると言われてます。しっかり屋内で締

め切っておればですね。それから、当然多い木造家屋ですけどこれについては７５％程度が、低

下させることができるということは言われております。また外からの外部被ばく、これについて

も、色んなものによりますけど、大体、木造家屋では全体的に４分の１程度、或いはコンクリー

ト建物では２０分の１程度に抑えられていくというふうに言われているところでございます。な
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かなかこの辺については専門的な分野もございまして、やはり私どもは、今日もご質問がありま

したけど、どういった場面でどういった指示が出てくるのかということをございましたけど、や

はり国、県等を通じて、特に国の原子力災害対策本部、それで島根地域にできてくる現地対策本

部、そういったところからの指示を受けて、色んな対応を図っていくという形になっております

ので、そのあたりは、特に避難計画については、最初に申し上げましたように、１回作ったら終

わりではなくてですね、色んな課題をいろいろと協議してご意見いただきながら、そこの課題を

少しずつなくしていくと、それが実効性に近づいていくというものだというふうに思っておりま

すので、そういった取り組みを今後も続けていくべきというふうに考えてるとこでございます。 

 

細田委員（雲南市議会） 

実効性を高めていくというのはいいんですけど、いざ事故が起こった時は避難するわけで、そ

れは実効性を高めていく等という問題じゃなくて、実効性あるものにしなきゃいかん。本当にそ

れがどうあるべきかというのは、きちんとやっていかないと。事故が起こったときに実効性がな

い、防災訓練等ですみませんでした、というわけにいきませんのでね。それは実効性があるもん

じゃなきゃいかん。それはやっぱり住民の命を守るために、そのためにどうするかいうことを行

政は考えなければいけないです。実効性を高めていくことだっていうことで、要は実効性という

事は、責任を逃れられるんですよ。実効性のあるものを作らなければ、ということを強く申し上

げておきたい。 

 

石飛市長 

はい。その他ございますでしょうか。それでは、小林委員さん。 

 

小林委員（木次町地域自主組織連絡協議会） 

木次町地域組織の小林といいます。地域自主組織から、会長が委員ということでここに出かけ

ておりますけれども、なかなか地域自主組織という一つの住民そのものの組織なので、なかなか

原発再稼働云々のところの意見を言うのは非常に難しいなと思いながら参加してるんですが、現

在の今お話があった広域の避難計画についてですね、実際にはこれが一番地域としては関心の高

い項目でして、何年か前にこの避難計画が出て、木次町は三原市で、という話が実際には出たの

が何年、六、七年ぐらい前かなと思うんですが、実際に今は多分そんなことはないと思うんだけ

れども、その時に三原市へどうやって行くんだとか、そんな本当に行けるかということで、実際

に行っても受け入れてもらえるのか、とかいろいろな話が出てきました。それで私は木次の木次

地区ですので、さっきの避難計画の中の木次。そして、私は新市なんですが、下熊谷とか八日市

とかそれから三新塔があるんですけれども、実際に三原市ってどういうとこかとかいろいろ話し

まして、三原市に連絡をとりました。三原市へ私達が行くことんなっているけど、どうですかっ

ていうと、当初、そんな話聞いとらんとか支所なんかみんなそんな感じだったので、これ駄目じ

ゃないかということで、木次が三原に行くという事を説明して確認してもらうとそれが本当だっ

たと。 

実際にそういう状況のところでは、実際にその数字が、千人単位で出てたんですけど、全員が

避難するってことまずないとは思いながら、本当にいけるかというのが、すごく不安になってで

すね、実は八日市の地域づくりの会は、もうすぐやるとか言って何やるって言ったらもう、みん

なで行ったんですよ三原市へ。三原市へ行って、私達が来ることになるけれどどこ行くんかと、

見に来たといって言ったら、追い返されるかと思っていたら追い返されなくてですね。それから

３年間ぐらい、毎年交流会をやってですね、向こうの防災訓練にも参加したりしてですね。一緒
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にやろう、避難の際は頼むみたいな話をしたんですが、行くことはないと思うけどもと言いなが

らやったんだけども、実際にこれ自主組織がやることじゃないと僕は思ってるんですよ。ですけ

ど現実に、それから何年もこの計画進んでるので、おそらく受け皿になってる多くの自治体、県

外の自治体については、この島根県や国からも流れが来てるのでおそらくそこんとこの下話から

すべて詰めてあると思いながら、以前、福島ナンバーに石投げられたっていうのがあったんだけ

ども、そんなことがないようにと思って実際には、自主組織で実際にバスに乗って出かけていっ

たんで本当に二十何人で出かけて行ってですね、向こうもびっくりしたけども、でもそれが縁で

結構交流活動やってこないだの先般の、三原の集中豪雨でも義援金を送ったりとか、そんなこと

やってきてるんですが、もう本当にそれが不安です、正直言って。 

でもこれ、もちろんこれ再稼働ありきでのこれはプランなので、そこへ戻るとまた違うことに

なるんですけど、実際に原発のこの事故があってはならないと言いながら、あることを想定しな

きゃいけないという現実をどう踏まえるのか。私達は住民として、自主組織としてやっぱりまと

まって、行ったときにきちんと受けてもらえるのか。それから、いつ行くかわからないわけです

から、行かないかもわからないし、今はこういうもこういう雰囲気の中にいるので、おそらく、

向こうの自治体とも色んな連携取れるけど、１０年後になって、そんな話、誰も知らないって言

う様ななことでは困るし、今の雲南市自主組織のほとんどはですねこの広域避難訓練、県が主催

している避難訓練にほとんどの自主組織は、体験参加をしてるはずなんですよ。大体してると思

う。全部とは言わないけど、私も参加しましたが、木次町はほとんどの自主組織みんなこの広域

避難訓練の参加をしてますので、今日の流れは大体みんな知っています。住民の多くは知ってい

ます。お弁当もらって帰って喜んでたやつもおったんだけど、実際にはですね、体験をしてもそ

んなにリアルの体験という感じじゃなかったけども、やっぱりある程度、さっきの細田議員さん

のお話にもあったけども、システムを作るとか何とかこうは言えるけども、実際動くのは人なの

で、動く人が、住民がそういう、私の役目といえばそれもそうなんだけれども、やっぱり音頭取

りをしていただいて、指導していただくのが行政であるし、私たちが安心して避難ができるかっ

ていう環境づくりは、もう定期的にとか、やっぱりしっかりやって、連絡を取り合ったり、結構

多くの自治体があるので、そういう関係を作っていただきたいなと。特に自主組織という、私た

ち今自主組織参加してるんですけども、組織の会長がみんな参加してるんですよ。会長として行

くように言われるとね、本当は言えない、正直言って。だけども、なんか、住民を安全にという

このプランが本当に、使ったときに、計画立てていたから上手くできたね、みたいにならないと

いけないなと思ってちょっと心配してるんですよ。それはもうお願い事です。以上です。 

 

石飛市長 

はい。ありがとうございます。ポイントありますか。 

 

中村原子力防災対策室長 

先ほど小林委員さんからありましたように、今日ちょっと最初のところでも説明させていただ

きました。実はですね、以前は内閣府、島根県、広島県さんと、各避難先自治体、全部回ってま

した。その当時はですねまだやはりあの、今日言ったようにマニュアルもできてない状況であっ

たりですね、相当島根県側のご尽力で、今基本的に私どもが行かせてもらうところについては、

その受け入れマニュアルもでき上がってきておりますし、それから自治体の皆様方とも話をする

機会もあるということで、事務方も、年１回は必ず顔を合わせる、或いは今できませんけど、コ

ロナのせいで、Ｗｅｂ会議とかで顔合せするような形もしております。今日もお話しましたよう

に今月のところで、本当はちょっと市長に行ってもらいたかったんですけど、なかなかちょっと、
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都合がつきませんで副市長の方が関係五自治体にご挨拶にさせていただいて、顔を合わせて、そ

ういった形で活動していくようにしております。それと広域避難計画、実際言われる通りでござ

いまして、実際にやはり安全性の部分とか技術的な部分とかは、これは国とか、或いは事業者が、

責任を持ってやるべきことだと思ってますで、私ども自治体としてやることは、やはり住民の皆

様のために、じゃあ何ができるかというところの避難対策とか、そういった部分は当然やってい

くべきだというふうに思ってますので、色んな訓練も含めて、それから皆様方と一緒にそういう

ことをやりながら、そういったものを積み上げていく必要があるというふうに思ってるとこでご

ざいます。おっしゃる通りでそういったものを定期的にやっていくべきだというふうに思ってお

ります。ただ実際にですね、防災訓練で県外、広島県の方で行ったことはまだ無くてですね、ま

だ模擬的な訓練だけをさせてもらってますので、極力、今回の防災訓練では、実際にそちらの方

へ行って、相手の方も含めて、訓練ができるような形が一番やりたいなというふうには思ってる

とこでございます。以上でございます。 

 

石飛市長 

難波委員さん、どうぞ。 

 

難波委員（雲南市老人クラブ連合会） 

ちょっとお尋ねしますが、この今ご説明いただいておりました情報伝達手段ですね。雲南市の

場合告知放送、ホームページ、それからスマホ等、かような物の情報機器がみんな使えるかどう

か。一方的に情報伝達されても、おそらく、そういうことができない人がたくさんいると思いま

すよ。 

それと、これは任意のものか強制のものか。このスマホを見て逃げてくださいと言われまして

も、それは強制的な命令であるか、逃げなくてもいいものか。法的な根拠がどこにあるか。もし

この撤去命令に従わない人がおったり、或いはスマホ、或いはホームページが見ることができな

い人がおそらくほとんどだと思いますよ。特に年寄りなんか、無理だと思います。この情報伝達

方法を誰が出すか、それに従わないものはどうなのか、このことと、それから３０キロ圏域に入

っておらないのは、吉田と掛合がありますよね。雲南市では、なぜ吉田と掛合に避難することが

できないか。なぜ広島の方までいかないけないか。まだ時間があるんだったら、吉田と掛合を開

発して、あそこへ、少ない雲南市の人口は２万か３万。そのぐらいの人が行けるような方法はと

れないものか。なぜ他県まで行かないけないか。かような点についてお答えくださいませ。 

 

石飛市長 

はい。事務局お願いします。 

 

中村原子力防災対策室長 

何点かいただきましたが、最初の情報伝送法でスライド番号で言うと、後ろから２ページ目の

右下スライド番号２０のお話だと思っておりますが、こちらの方に音声告知放送、ちょっとこれ

記載落としておりまして今、１０月から防災無線もスタートしております。文字放送、これケー

ブルテレビの文字放送ということになります。それから緊急速報エリアメールっていうのはです

ね、これドコモさんとかａｕさんとかいろいろございますけど、そちらが強制的に出すメールと

いうものになってます。それからもう一つは広報車。それから市のホームページだったり、言わ

れるＳＮＳとかというんですけど、それから安全安心メールで、今難波委員さん言われるように、

ご高齢の方で、実際そういったものが見られないという方、操作ができないという方もあろうと
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思ってます。皆様方に情報を届けしていくということで記載させていただいております。市、下

の方の避難ルートマップっていうのも同様でございまして、見ていただける方も、なかなか操作

ができない方もあろうかと思いますけど、これについても、皆さん使える方についてはこういっ

たものも参考にしていただきたいということで紹介させていただいております。 

それから避難指示はどうかという話でございました。基本的に任意という形はないと思ってお

ります。避難ということは自然災害でもありますが、避難指示を区域を指定して出すわけなんで

すけど、その場合も実際に避難されない方もございますけど、基本的には指示が出れば、避難を

していただくということで、私どもがやっていく、当然そうだというふうに思っております。な

ので任意という考えではなくて、基本的に強制という考え方でとらえていただきたいと思います。 

これについては、やはりさっきも言いましたように国の方からもそういう指示が出てもあります

ので、色んな機器を使いながら、ここはもう避難をするべきだというとこは特定されると、もう

そこの方についてはもう避難してください、動いてくださいという言い方をして参ります。それ

で色んな方法を使って、情報を届けするということになっております。 

あと、おっしゃいました雲南市吉田・掛合町については確かに圏外になってますし、三刀屋町

についても、三刀屋と一宮地区だけなのでそれ以外は一応圏外ににはなってますけど、最初にち

ょっとお話しましたように、あくまでも国際基準で３０キロ以内という決まりなんですけど、そ

れ以外に放射線が届かないかっていうことは絶対はないので、そこに壁があるわけじゃありませ

んので、ですので近いところっていうわけにいかない、ある程度影響がないところということで、

１００キロ位までの所で、避難をしていくということで定められておりまして、これも平成２４

年、２５年のところで、島根県と広島県・岡山県、それから島根県の場合、松江市は西部へ行く

ところもありますし、それから、県内でも安来は岡山の方へ行きますし、鳥取県は米子・境港市

は鳥取県内へ移動されます。そういった、延伸を変えたところに動くという形になってます。 

ただ、さっきも言いましたようにその３０ｋｍに壁があるわけじゃないので、近いところへ移

動するんじゃなくて、一定程度影響がないというところを選定して広島県であったということで

ご理解いただきたいというふうに思います。 

 

難波委員（雲南市老人クラブ連合会） 

すいません。加茂町は一番近い三次になっておりますよね。私は大東町ですが、同じ雲南市で

東広島まで行かないといけませんが、加茂はなぜ近いとこになったのですか。 

 

中村原子力防災対策室長 

すいません。ちょっと私１００キロ圏って言いましたね。５０キロ圏域より外っていうことで

すね。ですので、広島で言うと三次もその５０圏域以上ありますので、そこのところに、三次と

いう形で、三次とか、それぞれ場所が設定されたと。これは色々と、島根県・広島県、それから

関係自治体の皆さんと協議して決まったことでして、じゃあどこがどこかっていうわけではなく

て、その時協議した段階で、このことについては、三次市に受け入れてもらうと、ここについて

は、東広島で受けてもらうというような形で定まったものでして、何かの意図があってそうなっ

たというわけではないというふうにご理解いただきたいと思います。 

 

難波委員（雲南市老人クラブ連合会） 

はい。わかりました。 
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石飛市長 

はい。その他ございますでしょうか。どうぞ。はい。阿川委員さん。 

 

阿川委員（三刀屋町地域自主組織連絡協議会 ※代理出席） 

三刀屋の阿川ですが、先ほど一番先に申し上げましたように、今、中村室長がさらっと言われ

たんですが、この概要を正しいとすればいいですね、避難先は。この素案でいくと、一宮が二つ

分かれてますが、一宮がね。給下は三刀屋に引っ付いて。そして、一宮のとこは伊萱と高窪と古

城になる。人口はこの文の通り、これどちらが本当なのかと思っておりましたが、この概要は正

しいですか。素案の数値が正しいですか。 

 

中村原子力防災対策室長 

はい、すいません。素案の方が間違っておりますので、訂正させていただきたいと思ってます。

今お示しした概要の方が正しいということでご理解いただきたいと思います。先ほど言いました

ように、三刀屋地区と一宮地区で分けてますので、一宮については、竹原の方へお出かけ動いて

いただくということでご理解いただきたいと思います。申し訳ありません。 

 

石飛市長 

はい。それでははい、どうぞ。すいません。加納委員さんどうぞ。 

 

加納委員（雲南市男女共同参画推進委員会） 

失礼します。男女共同参画委員会の委員が本安全対策協議会の委員になっておりましたけど、

たまたま私が代理でここ３回出席させていただいております。それでやっぱり初めのときの説明

を聞きながら、何かわからんと思いながら、３回目を迎えましたけど、やはり徐々にそういう、

こういう機会に触れることによって、少しずつ概要とかそういうものがわかるようになってきた

のかなと思っています。 

それで、例えば今日の資料を作っていただいて、雲南市広域避難計画の概要というカラーのが

ありますよね。その中で、やっぱり皆さんに理解してもらうのに地区の名前とか、その所はすご

く大きくはっきり分かりますけども、今の５ページの、放射性物質放出前の被ばく防護措置とい

う欄があって、説明が「警戒事態」、それから「施設敷地緊急事態」とか「全面緊急事態」とか、

３段階に書いてありますけど、もうこの辺になると多分、膨大な資料を埋め込むためにはこれく

らいの文字しか入らなかったのかなあと思ってます。だけど本当にその内容そのものは、やっぱ

り一番自分たちの、一人一人が守るためには、本当に大事な経過なので、今は委員会に対しての

説明なんですけど、これからまた住民の方にいろいろと対応していかなければならないと思いま

すので、やはりこの資料のことについてはもう、一般市民の人に本当に分かりやすくすると多分

このボリュームもすごいんじゃないかなと思いながら、なかなかこれでは皆さんになかなか、今

も高齢者の問題もありますけども、分かりにくいかなと思っております。 

それとそのことと、今日の委員会の出席者で名前が出ておりますけども、私も先ほど申しまし

たように、代理で何度も出席させていただいておりますけども、やっぱり今日もかなりの欠席の

方がおられますし、やはりこの団体として出ていただくことになってますので、欠席された方に

対しての代理は、やっぱその団体の方から推薦をしていただいて、できるだけ欠席がないような

会議にしていただけたらなと思いました。以上です。 
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石飛市長 

はい。ありがとうございます。コメントありますですか。 

 

中村原子力防災対策室長 

ありがとうございます。まず計画概要については、中身的なところを少し大分やわらかくした

つもりのもので、なるべく縮小させたというものだと思ってます。ただ今日、大変資料の示し方

が悪かったのは、本来は一つずつこうやってあるんですけど、その１ページにするともっと大き

くなって、見やすいんですけど、なるべく省力化するために二つ一緒に１ページに入れてしまっ

たので、中にはちょっと見にくいところも非常にあったと思ってます。他にもお配りした広域避

難計画素案も同じことしてまして、非常に字が小さくて申し訳なかったなというふうに思ってま

す。また、本日もお話がありましたように、実は各地区町ごとに出る説明会も、この内容をやは

り皆さんに説明していこうかなというふうに思っておりまして、今日はその前段でこの安対協の

方もお話をさせていただいたというふうにご理解いただきたいと思います。 

それともう一方、欠席者の方についてはなかなか平日の昼間なので、なかなか皆様すべてご都

合がつけていただけないっていうのはこれは致し方ないというふうに思ってます。ただ、とは言

いながらもご欠席の方には、改めて、これまでもですけど、皆様方にお示しした資料をすべてお

送りしておりまして、また、議事録なんかもお届けするような形にもさせていただいてますので、

その辺は、そういったことでご理解をいただきたいというふうに思っております。 

 

石飛市長 

はい。石倉委員さん、どうぞ。 

 

石倉委員（連合島根出雲雲南地域協議会雲南市区会議） 

すいません。連合島根雲南地区会議で議長をしてます、石倉です。働く者を代表してちょっと

１点だけ確認させていただきたいことがありまして、これ情報伝達の手段というのは、雲南市に

住まわれてる方への連絡手段かなというところで理解していますが、雲南市に働きに来る方、要

は雲南市にある工場とか色んな作業場とかあると思うんですが、そちらの方への情報伝達手段と

しては、多分、告知放送とか緊急速報メールとか、その事業所の総務とか社長とか、そういった

長たる者が持ってればいいんですが、その持っていない可能性も少しあると思いますので、こち

らの方をアンケートなりちゃんと連絡手段がありますかっていうのは、ヒアリングとかしていた

だきたいなと。何も知らずに外で働いていて、被爆してしまうっていうのが一番恐れることかな

と思いますんで、その長たる人たちが、情報を確認し受け取れる状態っていうの、作っていただ

ければなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

石飛市長 

はい。事務局どうぞ。 

 

中村原子力防災対策室長 

改めてスライドの２０というところをご覧いただきたいと思いますけど、この中でおっしゃい

ますように、確かに雲南市にお勤めいただく方、或いは通学されてる方等については、なかなか

雲南市独自のものはなかなか届かないというお話だと思っております。ただこの中でですね、２

番目にある緊急速報エリアメールっていうのは、これはキャリア、ドコモとかＡＵさんとか、楽

天モバイルさんとか、そこが同時に出すメールですのえ、これはスマホとか携帯をお持ちの方に
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は必ず届きますので、その中には、雲南市がこういう状況だと、いうのをお届けができるという

ふうに思ってます。ただし、一方では、今の防災無線、新たに１０月からスタートしたんですけ

ど、それも今事業所の方々の方にもちょっと、お付けいただけるかどうかということでお願いも

してるとこもございまして、そういった部分でも、なるべく届けたいというふうに思ってます。

それともう１点、雲南市安全安心メールについては、もしこれご登録いただければ、どちらにお

住まいであっても、メールが届きますので、またそういったことでご機会があれば、そういった

ものも一つ、皆さんにお知らせいただくとありがたいなというふうに思ってます。ちょうどアン

ケートというお話もございましたのでまたちょっとその辺は、今日受けとめさせていただいて、

またちょっとこちらの方も検討させていただきたいと思いますよろしくお願いします。 

 

石飛市長 

はい。その他ございますでしょうか。はい、福島委員さん。 

 

福島委員（雲南地域介護サービス事業管理者連絡会） 

はい。失礼します。雲南地域の介護サービス事業管理者連絡会の代表で出かけております福島

です。２点だけ。お願いなり、お伺いしたいと思いますけど。今日避難計画の概要、また改訂版

ということでお示しされましたけれども、中で避難の際にですね、支援を要する方、特に私介護

サービス事業者としてはですね、介護施設に入所されてる方の避難等がどうなるかということを

まず、考えたときにですね、全く今日の計画を見ると、リアリティに欠ける話ではないかという

ふうに受けとめました。 

というのはまずそういったご相談もこれまでも、私が今の立場になってからはございませんが、

まずどこへ行くのか。避難といえば広域避難所というところが、どこかもわかりませんし、また

そこへ誰が連れていくのか、今交通手段はいろいろ福祉車両が用意されるというふうに聞きまし

たが、あの少なくとも一遍にですね、寝たきりの方をそこへ移送するにはですね、相当なマンパ

ワーが必要だろうと思います。その方が、まず避難するためにマンパワー、必要な人たちを集め

ることが困難だと。職員が今、人員各部門がコロナ禍でおりませんし、職員そのものが避難対象

者なわけです。家庭もあって、家族もあって、それらと一緒に避難しないといけない立場なのに、

それが施設のその避難対象者の方と一緒に動くことができるのかという、そこら辺とかですね。

また奥出雲だったり、その地域以外のところから来てる職員もおりまして、その者がそこまで一

緒に避難行動がとれるかどうかということもあります。そういった細かいこと言えば全くリアリ

ティーない、今段階だと思います。 

これ本当現実にあるものにするためにやっぱりそういった、介護施設の方とですねやっぱ、事

前にいろいろと打ち合わせを、まず市の方のそういった部局の方からですねいろいろなお話があ

って、積み上げていかなければまだまだ、我々の方もですねいざその時になって、どうしたらい

いかという段階ですので、ぜひその辺はですね今後、この計画の精度を高めるというお話ですの

で、十分やっていただきたいなということが１点でございます。 

それともう１点そもそも論みたいなお話をして申し訳ありませんが、私も今回の状況とですね、

今後のことをお伺いしたいんですけども、今こうやって避難計画作ったりですねそれから、来年

早々には、避難訓練があるというふうに伺っていますが、県も、それから立地自治体も含めて、

こういった説明会、ある意味、再稼働に向けた、プロセスの一つというふうに受けとめられます

けども、そういった形で今進んでる、今はどの段階にあるのか。例えば、聞きますと、立地自治

体には事前了解が必要だということになってますが、出雲・雲南・安来はその対象ではないとい

うことですが、県がその達を代理されるということになってるようですけども、雲南市としてで
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すね、先ほど行政は国から言われたら仕方がないというふうなちょっと説明があったんですけど

も、雲南市としての意思表明というのは、どの段階でされるのか。もう一つ言うと、もうそこは

すでにご決断いただいてるのかどうかわかりませんが、この間福島も視察されたようですけども、

そこら辺も含めて、今、説明会でも反対の意見がある中で、雲南市としての意思をどのようにま

とめられるのか、その理解も含めて、多分これから手順を踏まれると思いますけども、その辺の

時期的なこと、それからスケジュール的なことがもし決まってれば、お示しいただきたいなと思

います。我々やってることは今どの段階にあってどういう役割を示してるのかというのがちょっ

と知りたいということでございます。以上です。 

 

石飛市長 

事務局の方で、まずありますか。 

 

中村原子力防災対策室長 

２点いただきまして、特に避難要支援者の方々、特に入所されてる方とかですね、当然入院さ

れた方も当然同じことはあるというふうに思っております。今、各施設さんは避難計画等、施設

ごとには作っていらっしゃると思いまして、ただなかなかそこには原子力部分っていうのが必ず

しも入っておったり入ってなかったりという、所だと思っておりますので、そのあたりはちょっ

と私どももう一回、整理をしていく必要があろうというふうに思ってます。 

それから特に、言われるようにマンパワーの部分、当然だと思っておりまして、このあたりは

今後やっぱりいろいろ課題の部分だと思ってます。そして、ちょっとこの部分はちょっと私の方

もすぐお答えできない部分なんですけど、当然、支援体制っていうのはいろいろできて参ります

んで、そういった方々に、お力添えいただく、特に実働部隊組織って言われますけど、さっきも

ちょっと言いましたが自衛隊とかですね、或いは消防、警察等々にも当然支援をしていただく必

要があると思っておりますので、そういった部分も、ちょっともう少し整理も必要だろうという

ふうに思ってます。 

それともう一つ、避難要支援者の個別支援計画、こちらの方も今、一定程度できてる部分とそ

うでない部分もありまして、さらに原子力もその個別支援計画の中にも入れなきゃいけないって

いうことを言われておりますので、その辺ちょっと担当部局とも整理をしていきたいというふう

に思ってます。それから今どんな段階とか、プロセスかと言われてもなかなか難しい、ちょっと

私も言いにくいんですが、手続きとしてはですね、これまでも１号機の廃止措置の段階とか、３

号機の指針、国に申請される段階とかっていうのは必ず雲南市の場合には、県から周辺３市に意

見照会が来て、それに対して議会の方にお諮りして、どういう内容を返していくかそこでご決定

いただいたものを、国、県から中国電力に対して回答してます。 

県がいつの段階でそういった部分を動かれるかというとこだろうなというふうに思ってますん

で、なかなかこれというのは、どの期限かってのまだ全然見えてこきてない段階ですので、今こ

うやって説明会とか色んな機会を設けて、色んなお話を聞かせていただいた上で、最終的に雲南

市としてどういう答えを返していくかというのは、まだ時期的にはちょっとはっきり見えてない

ところですね。 

一方で、今ございましたように、例年は安対協を年１回ぐらいしか開いてなかったんですけど、

今年は色んな動きもある中で、こうやって今日３回目を開かせていただいて、先ほど加納委員さ

んからも、お話もちょっといただきましたけど、少しずつ具体のところも話をさせていただきな

がら、いろいろと私共も意見いただいたものを参考にしていきたいということで、皆様方に色ん

な意見をいただくのが一つ、お願いさせていただきたい役割だというふうに思ってるとこでござ
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います。 

現実、色んな所や色んな形を通してですね意見も言ったり、さっきも言いましたように要望す

るだけが必要な事かということもありますけど、そういったことで、色んなご意見いただきなが

ら、実際にどういった形で進めていくかというのも、議会の方へもお話をしながら進めていくす

べきだというふうに思っておりますので、なかなかお答えになっておりませんがよろしくお願い

いたします。 

 

石飛市長 

そうするとそろそろお時間ですので最後お１人。光谷委員さん、よろしくお願いいたします。 

 

光谷委員（公募委員） 

１点目はですね、自主避難については、雲南市としてどういうふうにお考えかということです

ね。事故が起こった、自分ですぐどっか避難するという方について、どう考えかっていうことを

一つお願いします。 

それからですね、二つ目ですが、私も大分年をとりましたけれども、今度雲南市てですね、安

心して暮らしたいというふうに思ってるんですよ。安心して暮らすには、避難訓練や避難計画が

ない地域になると安心できますので、再稼働をしないでですね、２０２９年には中電の方が、使

用済み核燃料をすべて県外に移設する、搬出するということをおっしゃってますから、稼働しな

いで、使用済み核燃料が県外に排出されれば、もう危険がなくなるわけですから、２０２９年以

降は避難計画を立てる必要がない、安心して暮らせる島根になるということになるわけです。 

ですから、ぜひですね、稼動をやめて、そして２０２９年には中電さんが約束してるように、

県外に使用済み核燃料を持ち出していただくというふうにすれば、もうあと９年ほど、何とか我

慢すれば、避難計画も避難訓練をしなくてもいいという安心の地域ができるというふうに思って

ますので、雲南市としてはぜひ、そういう安心してみんなが暮らせるように、ご意見を知事の方

に出していただきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

石飛市長 

はい。ありがとうございます。それ１点目について、事務局からお答えいただけますか。 

 

中村原子力防災対策室長 

今ございましたように基本的には、国とかの指示を受けた形で避難等もしていただくというこ

となんですが、今おっしゃったのは自主的に避難される場合という話でございます、この自主避

難が、原子力に関しては今日もちょっとお話しましたように福島の事故の場合ですね、非常にそ

ういった形で、我先にという話も当然あったと思うんですけど、非常な渋滞を起こしてしまった

とか色んなそういった問題点が起こってきたことによって、もう今回のこういった避難体制とか、

それから、新規制基準というのが確か定められているというふうに思っております。 

なので、基本は国なり、一番最初のところでちょっとお話しましたけど、原子力災害はという

ところで、なかなか通常の自然災害等は、目で見てわかるものもないですし、どの方向がいいか

というのも、風向きとかもありますので、わからないということがあるので基本は、指示に従っ

て、避難等していただくというのが基本にあるというふうに思っております。なかなかそれは、

それ以上の部分は個人のご判断などで、強制は確かにできないんですけど、それは極力そういっ

た形をお願いしたいというふうに思っております。以上です。 
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石飛市長 

はい。そうしますと、予定の時間が参りまして、まだまだご質問等ご意見あろうかと思います

が、お手元の質問表に書いていただき、あとでご提出いただければということで、ここで１回議

事の方は締めさせていただきたいと思います。その他につきまして何か事務局からございますか。 

 

３．その他 

 

中村原子力防災対策室長 

はい、すいません。それではちょっと２点ばかり、ご報告なりご紹介をさしていただきたいと

思います。今日もちょっと地区別の住民説明会のお話をしました。今日も言いましたように１１

月３０日から１２月７日にかけて各町１会場ぐらいでということで、なかなかこれまでのように

国から説明を受けることはできませんけど、各地区中国電力も出かけていただくということ。そ

れとさっき説明いたしました私どもの方からは、この広域避難計画の概要について、ご説明さし

ていただきたいというふうに今調整をしているところでございます。これをご紹介させていただ

きます。また決まりましたら、色んな形で周知をさせていただきます。 

それともう１点は、１１月の３０日の午後になりますけど、今度は雲南市の原子力安全顧問と

いう方で、顧問会議を開きたいと思っております。これは一応ご紹介だけさせていただきたいと

思います。今回はなかなかこの時期、来ていただくことがなかなかできかねるので、ウェブ形式

でインターネットを介して、会議をしたいと思ってます。これをご紹介させていただきたいと思

います。私の方から以上でございます。 

 

石飛市長 

ありがとうございました。それでは、ここから進行事務局の方に戻させていただきます。 

 

高田防災部長 

はい。事務局の方で用意をいたしました議題に対しまして、たくさんの貴重なご意見をいただ

きました。ありがとうございました。今後予定をしております説明会等に十分に活かして参りた

いと考えております。それでは終わりに市長がご挨拶を申し上げまして、本日の会議を閉じさせ

ていただきます。 

 

石飛市長 

本日は大変ご熱心にご議論賜りましてまことにありがとうございました。こうして皆様方から

いただいた意見をしっかりと確認をし、また踏まえた議論を今後とも進めて参りたいとそのよう

に考えております。大変長い時間に恐縮でございました。ありがとうございました。 


